
2026 年 5月 15日

足立区立郷土博物館内
足立史談編集局
〒 120-0001

東京都足立区大谷田 5-20-1

T E L
F A X

03-3620-9393
03-5697-6562

第 号699

（１） 令和８年5月第699号 足 立 史 談

【
図
１
】
阿
出
川
貞
次
の
供
養
地
蔵
菩
薩　

扇
二
丁
目
・
性
翁
寺
所
在

千住・足立の武士と町人・百姓（下・終）…　　　明治九年御巡幸御用扣（上）…　　　
森鷗外が発表した千住の家…

　

こ
れ
ま
で
（
本
誌
六
九
四

〜
五
号
）
で
ご
紹
介
し
た
「
郷

士
」
身
分
の
代
表
例
が
阿
出
川

氏
の
一
族
で
す
。
区
内
外
の
古

文
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
連
載
を
終
え
る
に

あ
た
っ
て
、
そ
の
後
の
足
跡
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

前
回
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
阿
出
川
氏

一
族
の
墓
所
は
、
扇
二
丁
目
の
性
翁
寺
に

あ
り
ま
す
。
阿
出
川
対
馬
守
貞
次
の
供
養

地
蔵
菩
薩
は
【
図
１
】
、
元
和
二
年
（
一

六
一
六
）
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
蔵
菩
薩
で
あ
る
こ
と
か
ら
追
善
供
養
の

た
め
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
後
年
の
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
形
式
と
文
字
か
ら

江
戸
時
代
に
建
立
さ
れ
て
い
る
と
推
定
で

き
ま
す
。

　

向
か
っ
て
左
側
に
は
、
阿
出
川
貞
次
と

阿
出
川
一
族
の
由
緒
碑
（
【
図
２
】
）
が

あ
り
ま
す
の
で
刻
ま
れ
た
一
文
を
紹
介
し

ま
す
。

※

　

カ
タ
カ
ナ
表
記
を
ひ
ら
が
な
に
し
、

　

句
読
点
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

阿
出
川
家
大
先
祖
、
阿
出
川
対
馬
守
は
、

元
小
田
原
北
条
家
の
家
臣
に
て
、
宮
城
に

居
住
す
。

　

慶
長
の
こ
ろ
、
時
の
将
軍
に
、
当
寺
の

由
緒
を
申
上
げ
、
御
朱
印
十
石
を
賜
わ
り

再
興
す
る
。

　

故
に
、
当
寺
中
興
の
大
檀
那
に
し
て
、

法
号
「
性
翁
院
殿
」
と
贈
ら
る
。

　

堀
ノ
内
、
阿
出
川
越
前
守
、
本
木
、
阿

出
川
丹
後
守
、
と
も
に
元
和
三
勇
士
と
伝

え
ら
る
。

　
　

昭
和
四
十
八
年
六
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

施
阿
立
誉

総
代
世
話
人 

阿
出
川
信
孝 

阿
出
川
武
雄

阿
出
川
誠
一 

阿
出
川
熊
蔵 

阿
出
川
林
助

　

こ
の
由
緒
碑
を
見
る
と
、
元
和
の
頃
、

堀
ノ
内
の
阿
出
川
越
前
守
、
本
木
の
阿
出

川
丹
後
守
が
、
対
馬
守
貞
次
と
と
も
に
活

躍
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
回
で
紹
介
し
た
堀
ノ
内
の
「
郷
士
」

阿
出
川
幸
之
進
は
、
越
前
守
の
子
孫
で
あ

り
東
叡
山
寛
永
寺
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
（
「
阿
出
川
家
由
緒

書
」
旧
中
央
図
書
館
複
写
収
集
資
料
）
。

足
立
周
辺
で
は
幸
之
進
は
文
政
年
間
（
一

八
一
八
〜
三
〇
）
の
人
、
同
じ
く
前
回
紹

介
の
阿
出
川
平
左
衛
門
も
幕
末
ま
で
幕
府

の
役
人
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の

P3P3
P2P2

【図２】阿出川一族の由緒碑
　　　　同寺所在

P1P1

千
住・足
立
の
武
士
と
町
人・百
姓

多
　
田
　
文
　
夫

（
下
・
終
）

郷
士
一
族
の
広
が
り
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明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
十
八
年

（
一
八
八
五
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
明
治

天
皇
の
御
巡
幸
、
そ
の
道
中
の
宿
駅
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
か
ら
全
三
回
に
わ
た
っ
て
、
昨
年

夏
に
文
化
遺
産
調
査
に
て
当
館
が
確
認
し
、

特
別
展
『
千
住
宿
４
０
０
年
』
で
も
展
示

を
行
っ
た
「
御
巡
幸
御
用
扣
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
う
ち
、
特
別
展
に

て
展
示
さ
れ
た
部
分
の
内
容
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

■
資
料
に
つ
い
て

　

本
資
料
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の

明
治
天
皇
の
奥
羽
巡
幸
の
際
、
「
御
行
在

所
」
（
ご
あ
ん
ざ
い
し
ょ
）
を
設
置
し
た

千
住
駅
で
の
応
接
の
記
録
で
す
。
行
在
所

と
は
、
行
幸
時
に
天
皇
・
皇
后
が
休
息
す

る
宿
泊
所
を
指
し
ま
す
。
場
所
は
現
在
の

千
住
三
丁
目
七
六
番
か
ら
七
七
番
、
貸
座

敷
「
中
田
屋
」
（
横
尾
龍
助
方
。
当
時
）

が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
控
（
扣
）
と

し
て
、
当
時
使
用
さ
れ
た
文
書
の
写
し
と

み
ら
れ
る
文
章
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
巡
幸
で
は
、
千
住
に
て
皇
后
一
行
が

見
送
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ

の
後
の
行
在
所
よ
り
も
滞
在
人
数
の
規
模

が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

表
紙
に
は
「
大
久
保
氏
」
と
あ
り
、
当

主
の
大
久
保
宗
平
が
千
住
本
町
の
副
戸
長

を
勤
め
て
い
た
関
係
か
ら
、
御
巡
幸
対
応

の
指
揮
を
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

■
行
在
所
で
の
準
備

【
展
開
部
（
九
丁
目
裏
）
翻
刻
】

　
　
　
　

御
行
在
所
付

　
　
　
　

用
意
品
々

一
、
煙
草
台　
　
　

拾
五

一
、
茶
具
一
式　

凡
廿
人
分

　
　

但
有
合
ノ
品
ニ
テ
不
苦
候

一
、
焚
炭　
　
　
　
　
　

三
貫
目
但
桜
炭

可
然
候
也

一
、
御
膳
水
ハ
山
崎
忠
蔵
井
戸
水
之
事

　
　
　
　
　

但
宮
内
省
官
員
御
検
査
済
候

　
　
　
　
　

事

　
　

右
承
知
仕
候
也

　
　
　
　
　

横
尾
龍
助

よ
う
に
見
る
と
、
「
郷
士
」
と
い
う
存
在

自
体
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
二
重
身
分
を

代
表
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
性
翁
寺
の
墓
地
を
見
学
し
て

い
る
と
「
阿
出
川
家
」
と
記
し
た
墓
所
が
、

あ
ち
こ
ち
に
広
が
っ
て
お
り
、
子
孫
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す

　

二
重
身
分
の
家
か
ら
は
、
明
治
時
代
以

降
も
活
躍
す
る
人
々
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

小
右
衛
門
新
田
の
郷
士
、
日
比
谷
健
次
郎

は
日
本
最
初
の
和
独
辞
書
『
和
獨
對
譯
字

林
』
を
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
刊

行
し
、
阿
出
川
家
か
ら
も
画
家
、
阿
出
川

眞
水
が
登
場
、
さ
ら
に
江
北
地
域
か
ら
は
、

国
の
名
勝
荒
川
堤
桜
を
支
え
植
物
学
に
造

詣
が
深
い
舩
津
静
作
が
い
ま
す
（
江
戸
時

代
の
舩
津
家
も
二
重
身
分
が
見
ら
れ
る
）
。

こ
の
よ
う
に
全
国
に
影
響
を
与
え
た
文
化

芸
術
の
担
い
手
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
も

特
徴
で
す
。

　

「
二
重
身
分
」
を
切
り
口
に
、
江
戸
時

代
の
千
住
・
足
立
の
社
会
を
探
っ
て
み
ま

し
た
。
い
ま
江
戸
の
身
分
制
は
、
「
武

士
」
「
町
人
」
「
百
姓
」
を
中
心
に
構
成

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
教
科
書
の
理
解

で
す
。

　

し
か
し
足
立
区
や
周
辺
の
事
例
を
考
え

る
と
、
そ
の
枠
組
み
で
は
捉
え
き
れ
な
い

人
々
が
見
え
て
き
ま
す
。
研
究
会
（
学

会
）
で
も
、
「
職
分
」
と
い
う
、
社
会
の

中
で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
の
意
識
が
深

く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
の
主
流
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す※

。
こ
う
し
た
見
方

と
、
わ
た
し
た
ち
足
立
の
歴
史
が
指
し
示

す
事
例
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
な
身
分
制
で
は

な
く
複
合
的
な
社
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
で
、
地
元
、
足
立
を
通
じ
て
豊
か
な

歴
史
像
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※

【
主
な
参
考
文
献
】　

平
井
上
総
『
兵

　

農
分
離
は
あ
っ
た
の
か
』
（
平
凡
社
、

　

二
〇
一
七
年
）
、
身
分
と
職
分
に
つ
い

　

て
は
横
山
百
合
子
『
江
戸
東
京
の
明
治

　

維
新
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
八
年
）

　
　

―

終―

　
（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

「
郷
士
」
子
孫
の
文
化
芸
術

【史料】（「御巡幸御用扣」特別展示時展開部）
　　　　この展開部では二つの覚書が確認できる。

【
新
史
料
紹
介
】

大
久
保
家
文
書

大　
石　
瑞　
樹

明
治
九
年
御
巡
幸
御
用
扣
（
上
）

（
ひ
か
え
）

【
史
料
】
（
「
御
巡
幸
御
用
扣
」
表
紙
）



（３） 令和８年5月第 699号 足 立 史 談
　

一
つ
目
の
覚
書
に
は
「
御
行
在
所
付
用

意
品
々
」
と
あ
り
、
天
皇
・
皇
后
の
行
在

所
で
の
滞
在
に
向
け
て
用
意
さ
れ
た
物
品

に
つ
い
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
み
る
と
、
煙
草
台
十
五
個
に
茶
具
一

式
を
お
よ
そ
二
十
人
分
用
意
し
て
お
り
、

既
存
の
物
品
で
応
じ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
焚
炭
は
三
貫
目
で
桜
炭
を
推
奨
、

御
膳
水
は
既
に
宮
内
省
官
員
が
検
査
を
済

ま
せ
た
山
崎
忠
蔵
家
の
井
戸
水
を
指
定
と
、

消
費
財
の
品
質
に
つ
い
て
細
か
く
定
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
承
知
し
て
い
る
横
尾
龍
助
は
、

当
時
千
住
に
て
旅
籠
屋
を
営
み
、
御
行
在

所
と
し
て
自
身
の
宿
を
提
供
し
た
人
物
で

す
。

■
備
品
の
明
細

【
展
開
部
（
十
丁
目
表
）
翻
刻
】

　
　

記

一
、
テ
ー
ブ
ル　
　

弐
脚

　

但
巾　

弐
尺

　

長　

三
尺
五
寸

　

高　

弐
尺
四
寸

　

此
代
金
弐
圓
七
拾
五
銭

　

右
来
ル
十
八
日
迄
ニ
無
相
違
惣
出
来
可

　

仕

　

候
也

　
　
　
　
　
　
　

箱
屋

　

五
月
十
二
日　
　
　

松
五
郎

　

行
在
所
用
意
品
々
に
続
く
十
丁
目
表
に

は
、
備
品
調
達
に
つ
い
て
の
覚
書※

が
書

き
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
作
成
者
は
箱
屋

松
五
郎
で
、
幅
二
尺
（
約
六
〇
㎝
）
、
長

さ
三
尺
五
寸
（
約
一
〇
五
㎝
）
、
高
さ
二

尺
四
寸
（
約
七
十
三
㎝
）
の
テ
ー
ブ
ル
二

脚
に
つ
い
て
、
代
金
は
二
円
七
十
五
銭
、

十
八
日
ま
で
に
用
意
で
き
る
と
し
て
い
ま

す
。
以
上
の
内
容
か
ら
、
こ
れ
は
テ
ー
ブ

ル
の
注
文
請
書
の
写
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
巡
幸
前
に
行
わ
れ
た
道
路
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。（
続

く
）　　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

※

「
覚
書
」
＝
現
代
で
は
当
事
者
間
の
合

　

意
事
項
を
記
録
す
る
、
簡
易
な
合
意
文

　

書
と
な
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
重

　

要
な
文
書
や
私
的
な
事
項
ま
で
備
忘
録

　

と
し
て
記
し
た
史
料
で
「
手
控
」
「
手

　

日
記
」
と
い
う
表
題
の
場
合
も
あ
り
ま

　

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
編
集
注
）

■
文
化
財
登
録
の
名
称　
令
和
七
年
度
、

あ
ら
た
に
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
の
が
、

「
森
鷗
外
旧
居　

橘
井
堂
跡
」
で
す
。

　

「
橘
井
堂
」
（
き
っ
せ
い
ど
う
）
と
は
、

医
者
の
い
る
堂
と
い
う
意
味
の
漢
語
表
現

で
、
医
院
や
病
院
を
意
味
し
ま
す
。
中
国

の
古
典
「
神
仙
伝
」
の
逸
話
で
、
医
師
が

橘
と
井
戸
水
で
病
を
治
癒
し
た
と
い
う
神

話
か
ら
「
橘
井
」
は
医
師
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
「
橘
井
堂
」
が
医
院
を
意
味
し
て

重
複
す
る
た
め
、
医
院
を
省
い
た
名
称
と

な
り
ま
し
た
。

　

場
所
は
千
住
一
丁
目
三
〇-

三
で
、
北
側

区
道
沿
い
に
案
内
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
参
照
）
。

　

な
お
鷗
外
は
二
〇
代
の
若
い
時
代
に
こ

こ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
も
、

最
初
の
医
師
免
許
も
、
陸
軍
へ
の
出
仕
も
、

千
住
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
千
住
の
家

は
鷗
外
の
出
発
地
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

■
鷗
外
自
筆
の
史
料
か
ら
考
え
る　
こ
れ

ま
で
、
千
住
の
家
に
つ
い
て
は
、
鷗
外
自

身
が
、
「
自
紀
材
料
」
と
い
う
家
の
系
譜

や
略
年
譜
を
記
し
た
履
歴
記
録
の
中
で
、

土
地
の
旧
家
だ
っ
た
岡
田
紋
次
郎
の
家

を
、
父
、
静
男
が
購
入
し
た
こ
と
を
記
し

て
い
ま
す
。
住
所
は
当
時
、
「
千
住
一
丁

目
十
九
番
地
」
で
し
た
。
元
の
家
主
の
名

前
は
鷗
外
の
小
説
「
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
」
だ

と
「
緒
方
」
と
い
う
名
前
で
登
場
し
ま
す
。

鷗
外
自
身
は
「
花
房
」
と
い
う
名
前
で
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
た
た

ず
ま
い
を
記
し
た
部
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

火
事
に
も
逢
わ
ず
に
、
だ
い
ぶ
久
し

　

く
立
っ
て
い
る
家
と
見
え
て
、
頗
ぶ
る

　

古
び
が
附
い
て
い
た
。
柱
な
ん
ぞ
は
黒

　

檀
の
よ
う
に
光
っ
て
い
た
。
硝
子
の
器

　

を
載
せ
た
春
慶
塗
の
卓
や
、
白
い
シ
イ

　

ツ
を
掩
う
た
診
察
用
の
寝
台
が
、
こ
の

　

柱
と
異
様
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て

　

い
た
。

　
　

こ
の
卓
や
寝
台
の
置
い
て
あ
る
診
察

　

室
は
、
南
向
き
の
、
一
番
広
い
間
で
、

　

花
房
の
父
が
大
き
い
雛
棚
の
よ
う
な
台

　

を
据
え
て
、
盆
栽
を
並
べ
て
置
く
の
は
、

　

こ
の
室
の
前
の
庭
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
小
説
や
小
金
井
喜
美
子
の
随

筆
で
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
聞
き
取
り
調

査
を
加
え
た
論
考
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
原
典
で
あ
る
鷗
外
の
文
章
や
、
千
住

の
土
地
利
用
の
特
徴
か
ら
直
接
、
再
考
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
「
鷗
外
」
（
本
来
の
表
記
）
の
文

字
は
、
か
つ
て
「
鴎
外
」
と
記
さ
れ
ま
し

た
が
常
用
漢
字
表
の
改
訂
に
伴
っ
て
現
在

は
「
鷗
外
」
と
表
記
す
る
の
が
一
般
的
な

の
で
、
こ
こ
で
は
「
鷗
外
」
と
し
ま
し
た
。

郷
土
博
物
館

森
鷗
外
が

　
発
表
し
た
千
住
の
家

１ 

原
典
か
ら
の
再
考
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鷗
外
自
身
が
千
住
の
家
に
つ
い
て
記
し

た
も
う
一
つ
文
献
と
し
て
「
日
本
の
住
居

の
一
例
」
（
鷗
外
全
集
な
ど
）
と
し
て
知

ら
れ
た
一
文
が
あ
り
ま
す
。
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
に
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン

の
地
理
学
会
で
講
演
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン

の
人
類
学
会
で
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
タ
イ

ト
ル
は
「
日
本
の
住
家
の
民
俗
学
的
衛
生

学
的
研
究
」
（
直
訳
。
タ
イ
ト
ル
翻
訳
は

東
京
大
学
図
書
館
に
よ
る
）
と
な
り
ま
す
。

こ
の
論
考
は
、
そ
の
後
、『
Ｖ
ｏ
ｎ 

Ｗ
ｅ

ｓ
ｔ 

ｎ
ａ
ｃ
ｈ 

Ｏ
ｓ
ｔ
』
（
直
訳
『
か

ら
東
へ
』
。
明
治
二
二
・
一
八
八
九
年
刊

行
）
に
掲
載
さ
れ
右
図
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

間
取
り
の
ほ
か
部
屋
や
棚
の
利
用
方
法

や
井
戸
の
場
所
も
記
し
、
原
文
タ
イ
ト
ル

通
り
生
活
文
化
（
民
俗
）
を
物
語
る
の
が

一
つ
の
目
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
発
表
当
時
の
ド
イ
ツ
人
類
学
会

は
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ク
ン
デ
（
民
俗
学
）
の

確
立
期
だ
っ
た
か
ら
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
和
訳
は
高
田
渙
「
鷗
外
の
千
住
の

家
」
（
本
誌
一
九
七
号
）
を
参
考
と
し
ま

し
た
。

■
場
所
に
つ
い
て　
同
論
文
で
は
、
こ
の

家
は
北
側
に
あ
り
、
南
側
に
は
庭

が
あ
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

方
位
に
つ
い
て
同
図
で
は
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
井
戸
の
位
置

か
ら
推
測
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
千
住
の
町
は
旧
道
が
も
っ

と
も
高
く
、
東
西
方
向
に
向
か
っ

て
、
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
い
ま

し
た
。
街
道
の
確
保
と
、
何
よ
り

排
水
の
た
め
の
構
造
で
し
た
。

　

ま
た
鷗
外
の
漢
詩
や
文
章
に
、

Ａ
の
部
屋
が
登
場
し
ま
す
。
陳
生

保
『
森
鷗
外
の
漢
詩
』
（
明
治
書

院
、
一
九
九
三
年
）
で
は
庭
に
向

か
っ
た
南
向
き
の
座
敷
で
漢
詩
を

つ
く
る
記
述
が
見
え
て
き
ま
す
。

Ａ
の
部
屋
は
南
東
に
向
け
て
窓
が

あ
り
、
そ
の
先
に
庭
が
み
え
る
環

境
で
し
た
。
前
掲
「
カ
ズ
イ
ス
チ

カ
」で
は「
診
察
室
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
明
治
の「
千
住
一
丁
目
十
九
番
地
」　
こ

の
土
地
は
、
当
時
の
「
千
住
一
丁
目
十
九

番
地
」
の
一
角
で
す
。
街
道
に
面
し
た
半

分
は
、
二
軒
の
家
が
街
道
に
面
し
て
い
て
、

森
家
に
は
二
つ
の
家
の
間
の
路
地
を
通
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
論
文
で
記
し
て
い

ま
す
。

　

医
院
「
橘
井
堂
」
の
看
板
は
、
鷗
外
の

実
妹
、
小
金
井
喜
美
子
に
よ
る
と
街
道
側

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
住
で
は
当
時
一
般
的
に
、
街
道
面
に
店

や
貸
家
（
店
借
）
・
貸
地
（
地
借
）
が
行

わ
れ
、
土
地
所
有
者
は
奥
側
に
屋
敷
を
設

け
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。
こ
う
し
た
位

置
か
ら
、
森
家
が
地
主
だ
っ
た
こ
と
も
想

定
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
合
わ
せ
て
、

お
そ
ら
く
十
九
番
地
の
橘
井
堂
の
建
物
部

分
を
表
現
し
た
図
が
、
本
図
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
想
定
参
考
図
を
左
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
も
文
豪
鷗
外
の
足
跡
を
訪
ね
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ま
た
「V

on 
W

est nach O
st 　

東
京
大
学
図
書
館
」

で
検
索
し
て
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
　
（
郷
土
博
物
館
学
芸
員　
多
田
文
夫
）

２ 

千
住
の
家
は
ド
イ
ツ
で
発
表

出典＝Dr.Rintaro Mori “Ethnogaraphitch=hngienitche 
Studie über Wohnhaufer Der Japaner”,『 Von West nach
Ost 』．東京大学総合図書館蔵。

明治22年（1889） 森鷗外による千住の家（橘井堂）の図

Ａ＝仕事部屋1
　　（診察室）
　a’＝書物・器具の棚
Ｂ＝仕事部屋2
Ｃ＝家族居室
　c’＝寝具棚（昼間）
Ｄ＝仕事部屋3
Ｅ＝客間（和洋室）
Ｆ＝薬局（玄関）
　f’＝薬品戸棚
Ｇ＝未詳（客間？）
Ｈ＝台所
　h’＝タタキ（土間）
　h”＝飲料水の貯蔵
Ｊ，＝小部屋
　（人力車夫用）
Ｊ, ,＝小部屋
　（女中住居用）
Ｋ＝（廊下）
L＝便所
Ｍ＝便所
Ｎ＝井戸

森家の主な部屋
※名称は原文訳。

（　）内＝編集註


